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2. OM-1 は in vitro 三次元培養法においてコラーゲン層の上に重層上皮類似構造を形成した。 
 











6. 転写因子 Snail導入 EMT表現型 OM-1（OM-1_Snail）において、p75の mRNA 発現と細
胞膜局在は抑制されており、低密度培養コロニーでも CK13陽性細胞は出現しなかった。 
 




8. OM-1_Snail には神経幹細胞マーカーNestin 陽性細胞が見られた。そこで、神経幹細胞増
殖培地においてスフィア形成能をテストしたが、腫瘍スフィアは形成されなかった。 
 
9. 造血幹細胞増殖培地での浮遊培養 OM-1 は、癌幹細胞マーカーCD133 の mRNA 発現が誘





10. 造血幹細胞増殖培地で誘導された OM-1の CD133と Oct4の発現は、神経幹細胞増殖培地
に移し替えることで消失した。 
 
11. OM-1_Snailは造血幹細胞増殖培地においても CD133とOct4の発現は誘導されなかった。 
 
 以上の結果から、舌癌細胞株 OM-1 は p75 シグナル依存的な重層上皮幹細胞特性とスフィア
形成能を可逆的に示すことが判明した。また、EMT 誘導性転写因子 Snail は両者を不能とし、
神経幹細胞マーカーNestin の発現を付与するが、神経幹細胞増殖培地におけるスフィア形成能





したがって、一つの OM-1細胞が Snail依存的 EMT形質を示した場合、その細胞は幹細胞と
等価ではないと結論した。 
